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視覚体験によって、日常に存在しながらも実感し難い事象を観衆に見せられることを望んでいる。   












































































    論文と作品の整合性が強く表され、論述、構成、展開共に優れている。又、作品は非常に緻密な制作
と、構成力、表現力に抜きん出た秀作であり、博士学位に相応しい論・作である。  
 
